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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第117期

第３四半期
連結累計期間

第118期
第３四半期
連結累計期間

第117期

会計期間
自 平成23年12月１日
至 平成24年８月31日

自 平成24年12月１日
至 平成25年８月31日

自 平成23年12月１日
至 平成24年11月30日

売上高 (千円) 3,673,501 3,647,460 4,918,325

経常利益 (千円) 498,964 523,200 664,029

四半期(当期)純利益 (千円) 251,000 310,252 321,193

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 261,328 357,687 332,323

純資産額 (千円) 7,132,966 7,451,548 7,196,076

総資産額 (千円) 13,244,794 12,877,837 13,172,730

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 17.21 21.27 22.02

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 53.6 57.7 54.5

　

回次
第117期

第３四半期
連結会計期間

第118期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年６月１日
至 平成24年８月31日

自 平成25年６月１日
至 平成25年８月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 6.71 6.69

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりませ

ん。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社２社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。　

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)　業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政権交代による金融緩和をはじめとした経済政策の

期待感から、円安・株高を背景に景気回復の兆しが見られたものの、中国経済の減速感などから先行きは

依然として不透明な状況で推移いたしました。

この様な状況の下、当社グループは顧客ニーズの的確な把握と顧客満足度の向上を図り、きめ細かな

サービスを提供するとともに、新規顧客の獲得、物流不動産の新規開拓に努めてまいりました。

この結果、当社グループの業績は、売上高が3,647百万円、前年同期比26百万円(0.7％)の減収となりま

したが、営業利益は545百万円、前年同期比19百万円(3.7％)の増益、経常利益は523百万円、前年同期比

24百万円(4.9％)の増益、四半期純利益は310百万円、前年同期比59百万円(23.6％)の増益となりました。

　
セグメント別の業績は、次の通りであります。

物流事業

物流事業の売上高は保管料、貸庫料が減少し雑収入の増加があったものの前年同期比29百万円減収の

3,380百万円、セグメント利益は前年同期比17百万円増の760百万円となりました。

不動産事業

不動産事業の売上高は不動産賃貸料、雑収入の増加により前年同期比２百万円増収の266百万円、セ

グメント利益は前年同期比４百万円増の137百万円となりました。
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(2)　財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産は12,877百万円となり前期末比294百万円減少いたしまし

た。負債は5,426百万円、前期末比550百万円減少し、純資産は7,451百万円、前期末比255百万円増加いた

しました。この結果自己資本比率は57.7％となりました。

資産の減少の主なものは、流動資産の減少50百万円、固定資産の減少244百万円などであります。負債

は前期末に比べ550百万円減少しておりますが、その主なものは流動負債の減少120百万円、固定負債の減

少430百万円などであります。純資産は前期末比255百万円増加しており、その主なものは利益剰余金の増

加によるものであります。

　
(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　
(4)　研究開発活動

該当事項はありません。

　
(5)　主要な設備

第１四半期連結累計期間において資材調達の遅れから完成予定が未定となっておりました物流事業の

太陽光発電計画は、平成25年７月15日に着工し同年10月中旬を工事完了予定としております。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 19,200,000

計 19,200,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年８月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年10月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,600,000 14,600,000
東京証券取引所
市場第二部

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式。
単元株式数は1,000株であり
ます。

計 14,600,000 14,600,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年６月１日～
平成25年８月31日

－ 14,600 － 2,527,600 － 2,046,936

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成25年５月31日)に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

平成25年５月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式　 
16,000

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

14,546,000
14,546 同上

単元未満株式
普通株式

38,000
― 同上

発行済株式総数 14,600,000 ― ―

総株主の議決権 ― 14,546 ―

(注) 「単元未満株式」には、当社所有の322株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成25年５月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
丸八倉庫株式会社

東京都江東区富岡２－１－９ 16,000 ― 16,000 0.11

計 ― 16,000 ― 16,000 0.11

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年６月１

日から平成25年８月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年12月１日から平成25年８月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人により四半期レビューを受けてお

ります。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 58,213 32,910

受取手形及び営業未収入金 351,543
※ 341,357

繰延税金資産 43,368 43,368

その他 108,923 93,775

流動資産合計 562,049 511,411

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,839,713 4,604,602

機械装置及び運搬具（純額） 222,398 188,707

土地 6,034,329 6,034,329

建設仮勘定 － 2,253

その他（純額） 188,672 165,651

有形固定資産合計 11,285,114 10,995,544

無形固定資産

借地権 995 995

その他 25,404 30,586

無形固定資産合計 26,399 31,582

投資その他の資産

投資有価証券 677,233 750,625

従業員に対する長期貸付金 9,338 8,381

差入保証金 421,815 418,434

会員権 13,703 13,703

繰延税金資産 142,600 116,252

その他 34,475 31,901

投資その他の資産合計 1,299,167 1,339,299

固定資産合計 12,610,681 12,366,425

資産合計 13,172,730 12,877,837
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年８月31日)

負債の部

流動負債

営業未払金 110,026 105,829

短期借入金 2,467,845 2,567,218

未払金 34,899 8,543

未払費用 108,991 45,159

未払法人税等 228,000 77,895

未払消費税等 32,678 25,654

前受金 179,370 178,077

賞与引当金 － 29,784

その他 10,797 14,176

流動負債合計 3,172,609 3,052,339

固定負債

長期借入金 1,608,883 1,265,375

退職給付引当金 214,421 178,759

役員退職慰労引当金 265,059 255,328

長期預り保証金 705,929 664,735

その他 9,750 9,750

固定負債合計 2,804,044 2,373,949

負債合計 5,976,654 5,426,288

純資産の部

株主資本

資本金 2,527,600 2,527,600

資本剰余金 2,046,936 2,046,936

利益剰余金 2,610,125 2,818,488

自己株式 △3,044 △3,369

株主資本合計 7,181,616 7,389,654

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △4,684 42,497

その他の包括利益累計額合計 △4,684 42,497

少数株主持分 19,144 19,397

純資産合計 7,196,076 7,451,548

負債純資産合計 13,172,730 12,877,837
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年12月１日
　至 平成24年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年12月１日
　至 平成25年８月31日)

売上高 3,673,501 3,647,460

売上原価 2,701,005 2,652,326

売上総利益 972,495 995,134

販売費及び一般管理費 446,434 449,562

営業利益 526,061 545,572

営業外収益

受取利息 420 376

受取配当金 14,429 11,790

補助金収入 － 2,399

その他 4,122 2,096

営業外収益合計 18,972 16,662

営業外費用

支払利息 46,069 38,906

その他 － 128

営業外費用合計 46,069 39,034

経常利益 498,964 523,200

特別利益

有形固定資産売却益 1,281 7

投資有価証券売却益 1,798 －

その他 165 －

特別利益合計 3,244 7

特別損失

有形固定資産除却損 12,697 3,141

有形固定資産売却損 64 184

投資有価証券評価損 4,039 －

瑕疵担保責任履行損失 8,400 －

損害賠償金 3,186 －

その他 32 －

特別損失合計 28,420 3,326

税金等調整前四半期純利益 473,788 519,881

法人税等 221,837 209,375

少数株主損益調整前四半期純利益 251,950 310,505

少数株主利益 950 253

四半期純利益 251,000 310,252
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年12月１日
　至 平成24年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年12月１日
　至 平成25年８月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 251,950 310,505

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 9,377 47,181

その他の包括利益合計 9,377 47,181

四半期包括利益 261,328 357,687

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 260,378 357,434

少数株主に係る四半期包括利益 950 253
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前連結会計年度
(平成24年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年８月31日)

受取手形 ―千円 510千円

　
　
　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年12月１日
至　平成24年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年12月１日
至　平成25年８月31日)

減価償却費 338,667千円 315,415千円

【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　
【会計方針の変更等】

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年12月１日 至 平成25年８月31日)

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年12月１日以降に取得

した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

この変更による損益に与える影響額は軽微であります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年12月１日 至 平成25年８月31日)

税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末

日満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおり

であります。
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成23年12月１日 至 平成24年８月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年２月28日
定時株主総会

普通株式 102,103 ７ 平成23年11月30日 平成24年２月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成24年12月１日 至 平成25年８月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年２月27日
定時株主総会

普通株式 102,097 ７ 平成24年11月30日 平成25年２月28日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成23年12月１日 至 平成24年８月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注) １

四半期連結損
益計算書計上
額　(注) ２物流事業 不動産事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,409,939 263,561 3,673,501 ― 3,673,501

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 3,409,939 263,561 3,673,501 ― 3,673,501

セグメント利益 743,496 132,790 876,286 △350,225 526,061

(注) １　セグメント利益の調整額△350,225千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。な

お、全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成24年12月１日 至 平成25年８月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注) １

四半期連結損
益計算書計上
額　(注) ２物流事業 不動産事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,380,926 266,534 3,647,460 ― 3,647,460

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 3,380,926 266,534 3,647,460 ― 3,647,460

セグメント利益 760,957 137,586 898,544 △352,972 545,572

(注) １　セグメント利益の調整額△352,972千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。な

お、全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年12月１日
至 平成24年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年12月１日
至 平成25年８月31日)

   １株当たり四半期純利益金額 17円21銭 21円27銭

    (算定上の基礎) 　 　

   四半期純利益(千円) 251,000 310,252

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 251,000 310,252

    普通株式の期中平均株式数(株) 14,585,495 14,583,872

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   柴　谷　哲　朗

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   久　塚　清　憲

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年10月10日

丸八倉庫株式会社

取締役会  御中

　

　

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている丸

八倉庫株式会社の平成24年12月１日から平成25年11月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間
（平成25年６月１日から平成25年８月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年12月１日から平成
25年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、丸八倉庫株式会社及び連結子会社の平成25
年８月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示して
いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。

　

EDINET提出書類

丸八倉庫株式会社(E04296)

四半期報告書

17/17


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第３四半期連結累計期間
	継続企業の前提に関する事項
	会計方針の変更等
	四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

